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発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和６年９月１日 発行 

 秋の夜長、ギターとマンドリンの優しく心地いい

音色につつまれ、日常を離れ癒しの世界へ導きま

す。今年は、永年大寄公民館で施設利用されている

「アンサンブル白百合」さんの演奏になります。 

アンサンブルの音の重なり、美しい 

響きや演奏の一体感を感じられ、 

芸術の秋をお楽しみください。 

今年も大寄小学校の運動会と合同で開催し、３種類の競技と伝統の「万作踊り」を小学生と一緒に

踊ります。地域のコミュニティの場として、子どもたちと一緒に楽しみましょう。 

と き：１０月３日（木）午後６時～午後７時（受付午後５時３０分～）  

と こ ろ：清風亭（大寄公民館内）   ※雨天決行 

演 奏 者：アンサンブル白百合 
募集人数：３０人（先着順） （一人３名まで申し込み可） 

対 象：大寄地区在住のかた（小学生以上） ※無料 

申し込み：９月１２日（木）～９月２６日（木） 

午前９時～午後５時（土日祝除く）電話でお申し込みください。 

     大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

（６５歳未満） 
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「くるリン」を上手に活用できれば、普段の通院や買い物にも便利です。 
ぜひ、ご参加ください。 
  

と  き：９月２７日（金）午前１０時～１１時３０分 

と こ ろ：大寄公民館 大会議室 

対 象 者：大寄地区のかた 

定員/参加費：３０名 程度 ／ 無料 

  持 ち 物：身分証明書（健康保険証・マイナンバーカードなど）※デマンドバス利用登録のため、必要です。 

申し込み：９月９日（月）～   午前９時～午後５時（土日祝除く）電話でお申し込みください。 

       大寄公民館           ☎５７１－０３４１ 

深谷市社会福祉協議会 ☎５７３－６５６３（問い合わせ先） 

 
と き １０月１７日（木） 

午後２時～３時３０分  

ところ 深谷公民館 大会議室 

対象者 市内在住・在勤のかた（定員 50 名） 

講 師 吉田 俊太郎医師（吉田医院） 

申し込み・問い合わせ 

１０月１６日（水）正午までに 

電話かオンライン申請で申し込み。 

長寿福祉課 ☎574-8544 

 

テーマ 『心（こころ）』 

応募資格 小中学生部門・一般部門 

市内在住・在学・在勤のかた 

応募方法 応募用紙・郵便はがき・電子メールで応募 

※応募用紙は文化会館ホームベージから 

ダウンロードまたは文化会館窓口で配布 

応 募 先 深谷市民文化会館 FAX；573-8769        

  ﾒｰﾙ：bunka-info@city-fukayakousha.com 

応募期日 １０月６日（日）到着まで有効 

問い合わせ 深谷市民文化会館 ☎５７３－８７６５ 

 

過日、農業委員会の委員の任期満了に伴い、新

たに農業委員が任命、農地利用最適化推進委員

が委嘱されました。地元の委員は以下のとおり

となりますので、よろしくお願いします。 
 

農業委員： 野 信義 氏（上敷免） 

須藤 浩一 氏（内ケ島） 

髙田 次郎 氏（上敷免） 

農地利用最適化推進委員： 

森田 亨  氏（大塚島） 
 

※前任の吉田光雄氏、木口正彦氏につきましては、
大変お世話になりました。 

  

「がんばル～ム」の学習支援や相談を行う「ちい

きの先生」が不足しております。 

対 象  １８歳以上７５歳まで 

教科/時間  国語、算数 ／ 土曜日の午前中 

詳しくは、生涯学習スポーツ振興課 

☎５７２－９５８１へお問い合わせください。 

  
 上敷免彼岸花保存会で 

は、年間を通してカント 

リーエレベーター東側の 

群生地を美化活動してい 

ます。今年も９月１５日 

頃、見ごろを迎えます。 

多くの皆さまに見学して 

いただきますよう、お待 

ちしております。 

 
 
 

と き １０月１９日（土） 

     午前９時４０分～午後３時３０分 

と こ ろ 深谷市民文化会館大ホール 

定員/費用 先着 300 名（一人２枚まで）／ 無料 

演 目 第１～４部（講演・演奏・落語・演舞） 

チケット配布 ９月２０日（金）午前１０時～１１時３０分 

配布場所 深谷市民文化会館ホール 

     残券がある場合は、問い合わせ先で配布 

問い合わせ 生涯学習スポーツ振興課 

      ☎５７２－９５８１ 
 

＜ふかや市民大学校友会１０周年記念事業＞ 

い  い 

mailto:bunka-info@city-fukayakousha.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３日（火）バスハイキング 午前７時１５分～ 湯の丸 池の平湿原 

 ４日（水）利用団体調整会議 午後１時３０分～、午後２時３０分～ 大会議室 

１０日（火）芸能祭打合せ会議① 午後７時～ 大会議室 

１２日（木）グラウンドゴルフ大会打合せ会議② 午後７時～ 大会議室 

３０日（月）第７回自治会長会議 午後１時３０分～ 工芸室 

市長と語る集い 午後３時～ 大会議室 

 【使用済小型家電の収集日】１１日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】２０日（第３金曜日） 

学習 

夏宿～ル・オアシスｉｎ大寄公民館 
7月 30日（火）～８月 2日（金） 

大寄小学校の校長先生や先生方にもご参加いただき、 

ちいきの先生と一緒にご指導いただきました。勉強時間は真剣に取り組み、休み時間は元気いっぱいに

遊び、最終日は誠之堂・清風亭の見学と地域の先生オリジナルのクイズ大会をして、とても盛り上がり

大変有意義な夏宿～ルとなりました。 

 

 

 

 

造幣局では硬貨を作る仕組みを学び、体験コーナーでは硬貨の重さを体験できる袋を持ち上げて、重

さを実感していました。鉄道博物館では、日本最大級の鉄道ジオラマの解説を真剣に聞いていました。 

バスの中では、ビンゴゲームとクイズ大会をして盛り上がり、とても楽しい時間を過ごせました。 

 

 

 

 

 

 小・中学校の２学期が始まりました。小学校から毎戸配付される「児童下校時刻のお知らせ」を目安

に、登下校時に合わせて、散歩したり、ご近所を見まわりするなど、ご都合の良い日に見守り活動にご

協力をお願いいたします。次の「お迎えさんぽ」は、９月３日（火）、 
１３日（金）、２４日（火）になります。 

 

 

・体調が悪くないか声かけや見守り 

・交差点や横断歩道、交通量が多い道路での安全確保 

・ひとり下校になる場所の見守り等 

大寄の子どもたちを、地域で守りましょう！ 

子ども体験バスツアー 8月 8日（木） 
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大寄地区の人口 令和６年８月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,47９人（+５） 女性：1,5０９人（+２） 合計：2,98８人（+７） 1,27６（+４）世帯 

） 

 

広
報
ふ
か
や
二
〇
一
四
年
一
月

号
で
、
下
村 

修
氏
（
生
物
学
者
、

二
〇
〇
八
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受

賞
）
と
小
島 

進
市
長
の
対
談
の
記

事
中
に
、
下
村
輪
八
郎
の
お
墓
が
、

上
敷
免
・
泉
光
寺
の
日
本
煉
瓦
製

造
株
式
会
社
の
共
同
墓
地
の
一
角

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の

で
、
さ
っ
そ
く
住
職
の
太
幡
氏
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

墓
石
に
向
か
っ
て
右
手
の
則
面

に
、
下
村
輪
八
郎
氏
の
一
生
が
漢

文
で
ま
と
め
て
あ
り
ま
し
た
。 

文
化
財
保
護
審
議
委
員
の
増
田
泰

之
氏
と
二
人
で
、
一
文
字
一
文
字

慎
重
に
確
認
し
な
が
ら
、
次
の
と

お
り
解
読
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

李
蹊
居
士
は
、
俗
称
下
村
輪
八

郎
、
肥
前
国
佐
賀
領
伊
古
村
の
里

正
、
下
村
六
左
衛
門
の
家
嗣
な
り
。 

嘉
永
六
年
五
月
、
衆
に
告
げ
ず
し

て
江
戸
に
趣
き
旗
下
伊
庭
軍
兵
衛

の
門
に
入
り
教
え
を
受
く
。
業
成

り
諸
国
を
歴
遊
し
、
文
久
三
年
帰

国
す
。
時
に
藩
候
閑
叟
は
励
精
し

て
武
を
修
む
。
君
を
民
籍
よ
り 

 

大
寄
村
の
歴
史 

日
本
煉
瓦
製
造
会
社 

（下
村
輪
八
郎
技
師
に
つ
い
て 

そ
の
① 

シ
リ
ー
ズ
⑩ 

擢
き
、
似
て
士
班
に
列
し
、
師

範
役
に
補
す
。 

当
時
幕
府
の
政
綱
は
弛
廃

し
、
尊
攘
の
徒
は
四
に
起
こ
る
。

君
ま
た
君
命
を
受
け
国
事
に
奔

走
す
。
事
は
尊
攘
紀
事
に
詳
ら

か
な
り
と
云
う
。
王
政
維
新
、

藩
籍
奉
還
の
後
、
専
ら
心
を
効い

た

し
て
殖
産
に
努
め
、
養
蚕
、
抄

紙
の
業
を
起
こ
し
、
士
族
の
子

弟
を
し
て
焉
を
習
わ
し
む
。
明

治
十
一
年
・
魯
領
の
浦
塩
斯
徳

に
航
し
、
貿
易
に
従
事
す
。
ま

た
、
松
嶋
、
一
名
無
人
島
に
航

し
、
同
十
五
年
、
朝
鮮
の
変
に

会
し
、
素
思
を
果
た
さ
ず
し
て

帰
朝
す
。
同
廿
一
年
、
日
本
煉

瓦
製
造
会
社
の
聘
す
る
所
と
為

る
。
君
は
天 

資
剛
毅
、
そ 

の
壮
時
に
自 

分
自
身
を
み 

が
き
、
義
気 

は
老
る
に
及 

ん
で
も
な
お
、 

        

胸
中
に
満
ち
た
意
気
が
あ
ふ
れ

出
る
よ
う
で
、
人
を
し
て
ま
す

ま
す
、
畏
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ
、

実
に
当
世
得
難
き
の
士
な
り
。

惜
し
い
か
な
、
明
治
廿
五
年
五

月
十
三
日
、
病
を
以
て
上
敷
免

の
寓
居
に
没
す
。
享
年
六
十
有

一
。 

 

な
お
、
竹
島
は
昔
松
島
と
呼 

ば
れ
、
鬱
竜
島
は
竹
島
と
呼
ば 

れ
て
い
ま
し
た
。 
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市
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会
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し
は
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り
け
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こ
れ 

へ
い 

な 

う
つ
り
ゅ
う
と
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